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薄暮時、夜間事故の防止

～ 点灯せ 生死を分ける ハイビーム ～

○ 早めのライト点灯で･･･自車を目立たせましょう
○ 夜間走行時は、ハイビームが基本 （ライトをこまめに切り替えましょう）
○ 歩行者に注意しましょう （右からの横断歩行者は、発見が遅れるので注意しましょう）

ＪＲ北海道、「秋の踏切事故防止キャンペーン」を実施
２０１８年９月２１日（金）から９月３０日（日）までの１０日間

平成３０年「秋の全国交通安全運動」の実施
平成３０年９月２１日(金)～平成３０年９月３０日(日)までの１０日間

○ 交通事故死ゼロを目指す日 ⇒平成３０年９月３０日(日)

「かもしれない」で備える 交差点事故防止 北済協

○子供の飛び出しに注意
○子供の自転車に注意

労災事故防止 ◆トラックの荷台から･･･「墜落・転落」、「挟まれ」防止◆

◆２時間ごとに、１５分休憩で 守ろう 自分の命 他人の命◆

◆ 交差点・バック事故 止まらず ◆
○ ＳＴＯＰ 交差点事故 （前方不注意と車間距離）
○ ＳＴＯＰ バック事故 （特に、構内・駐車場・現場内）

車間距離を十分にとろう 追突を未然に防止しよう

○積み下ろし作業中の、荷台からの墜落・転落に注意しましょう
○鋼材、資材の積み下ろし作業中の、手・指・足のはさまれ事故に注意しましょう
○ハウス、トイレの積み下ろし作業時の、脚立・屋根からの転落に注意しましょう
○敷き鉄板の積み下ろし作業時、ユニック作業に注意しましょう

構内も停止するまで、運転中

右折時、バスが歩行者はね、運転手逮捕
「横断歩道を歩いていた女性を見落とした」

◇右折は・・・十分に余裕を持って、直進車・歩行者に注意し、行いましょう◇
２０１８／０９／２３ ０６：５９

２２日の午後８時頃、滋賀県でバスが女性（２６）をはねる事故があり、警察はバス運転手（４２）の男を過失運
転傷害の疑いで現行犯逮捕しました。容疑者はバスの営業運転中に、国道から右折して駅前のロータリーに入ろ
うとした際に、横断歩道を渡っていた女性をはねた疑いがもたれています。女性は頭部から出血し、病院へ運ば
れましたが、意識はあるということです。容疑者は警察の調べに対し、「横断歩道を歩いていた女性を見落とし
た」と容疑を認めているということです。

バックした際に・・・川に車転落か、2人死亡
◇バックは･･･『カメが歩くスピードの気持ちで 』◇

２０１８年０９月２２日 １４時３９分
２２日午前７時３０分頃、奈良県の川）に軽乗用車が転落しているのを通行人が見つけ、１１０番した。駆け

付けた警察官や消防隊員が、車の近くに浮かんでいた女性と、川底に沈んでいた男性を引き揚げたが、２人は間
もなく死亡が確認された。警察は、市道で車がバックした際に誤って転落したとみて調べている

横断歩道のない場所 横断中・・・タクシー2台にはねられ、死亡
◇薄暮時間帯・夜間、ヘッドライトは、『遠目（ハイ・ビーム）』が基本・・・早期発見で事故防止◇

２０１８／９／２３（日） １２：２６
２３日午前０時半過ぎ、長崎県で道路を横断していた男性（６６）がタクシー２台に相次いではねられ、死亡しま

した。男性は隣の車線で、さらに別のタクシーにも轢かれ、病院に搬送されましたがまもなく死亡しました。現
場には横断歩道はありませんでした。

対向車線はみ出し 正面衝突、男性死亡
◇わき見は厳禁、100％運転に集中しましょう◇

２０１８／９／２０（木） １８：１５
１９日午後６時半ごろ、群馬県の市道で軽トラと乗用車が正面衝突し、軽トラを運転していた９０歳の男性が死亡

しました。乗用車を運転していた会社員の男性もけがをしているということです。現場は、センターラインのな
い見通しの良い直線道路だということで、警察はどちらかが対向に出たとし、詳しい事故の原因を調べています


